




要約:新生児慢性肺疾患(CLD)患児 10 名を対象として心エコー検査(UCG)を施行した。患児

では、呼吸症状が消失した後でも、肺動脈径および右室収縮時相(RVSTI)はコントロール群

に比較し有意に高値を示した。重症 CLD である在宅酸素療法施行例では、肺動脈径、RVSTI

はさらに高値を示し、三尖弁逆流頻度、肺動脈収縮期最大流速は高い傾向を示した。以上

より CLD では呼吸障害の消失後も長期にわたり右心負荷が持続すると考えられた。 


